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  4 月号今月の表紙 ラッキー公園

in なみえまち（浪江町）
福島県内4市町村（郡山市・浪江町・柳津町・昭和村）に、「ふくしま応援ポケモン」のラッキーをメインにデザイン
された公園遊具が㈱ポケモンより寄贈され、第一園目が昨年12月「道の駅なみえ」敷地内に開園しました。

1兆2,677億円 2,429億円
福島県当初予算 うち復興・創生分

 「ひと」「暮らし」「しごと」が
調和しながらシンカ(深化、
進化、新化)する豊かな社会
を目指します！

やさしさ、すこやかさ、おいしさあふれる
ふくしまを共に創り、つなぐ

福 島 県 総 合 計 画 の 基 本 目 標

「地方創生」の推進

●学びの変革のための１人１台端末実現事業
（教育庁）……【1.4億円】
ＩＣＴを活用した「学びの変革」
の実現に向け、高等学校におけ
る１人１台端末の導入支援を行
います。

●みんなで実現、ゼロカーボン福島推進事業
（生活環境部）……【1.3億円】
「地球にやさしい“ふくし
ま”県民会議」を中心として、
環境イベントによる機運醸
成や電気自動車の普及促進
など、県民総ぐるみの地球
温暖化対策を推進します。

●園芸生産拠点育成支援事業
（農林水産部）……【3.6億円】
担い手育成・販売額向上等の
地域モデルとなる生産拠点育
成のため、施設等の導入や研
修会等の経費を支援します。

●「来て。乗って。」絶景、只見線利活用事業
（生活環境部）……【2.0億円】
今年秋の只見線全線運転再開に
向け、誘客や情報発信を強化し、
会津地域が一丸となって利活用
に取り組みます。

●ヤングケアラー支援体制強化事業
（こども未来局）……【0.2億円】
家族の介護等を担うヤングケア
ラーの状況把握やコーディネー
ターの配置等により、支援を必要
とする児童の早期把握と早期支
援に取り組みます。

●デジタル変革（ＤＸ）推進事業
（企画調整部）……【1.3億円】
市町村へのアドバイザー派
遣や財政支援、県民のリテラ
シーの向上等により、福島県
のデジタル変革の推進を図り
ます。

●ものづくり産業におけるDX人材育成事業
（商工労働部）……【0.6億円】
テクノアカデミーにおける訓
練や県内製造業へのDXに向
けた支援を通じ、若年層から
企業在職者まで一体的なDX
人材の育成に取り組みます。

●ホープツーリズム推進事業（ふくしまSDGsツーリズム）
（観光交流局）……【3.0億円】
幅広い層を対象としたツアーを
構築し、福島ならではの学びが
実現できるホープツーリズムを
さらに深化・拡大していきます。

❺輝く人づくり　115事業 206億円

❻豊かなまちづくり　42事業 99億円

❼しごとづくり　56事業 988億円

❽魅力発信・交流促進　45事業 41億円



読者からのお便り2022年
  4 月号

伝統工芸品は後継者問題で徐々に廃れていく中、若い方が頑張って継承していこうとする姿に感銘を受けました。また、
こんなにたくさんの伝統工芸品があることにも改めて驚きました。これからも若い方々に頑張ってほしいです。（二本松市 40代）3

●ふくしまの漁業の魅力体感・発信事業
（農林水産部）……【1.4億円】
本県の漁業が持つ魅力や水産物の
おいしさなどの情報を各種メディ
アで発信し、根強く残る風評を払
拭します。

●東京2020オリンピック・パラリンピックレガシー事業
（文化スポーツ局）……【0.8億円】
復興五輪のレガシーである都
市ボランティアやアスリート
等とのつながりをいかし、ス
ポーツによる交流人口の拡大
や復興を進める本県の姿の発
信等に取り組みます。

●感染症専門人材養成等事業
（保健福祉部）……【0.6億円】
感染症に対応できる人材の育
成・確保のため、感染管理認
定看護師の資格取得経費の補
助や県内での養成課程の開講
に向けて取り組みます。

●カーボンニュートラル・水素関連産業推進事業
（商工労働部）……【0.5億円】
専門家ネットワークの構築や、
関連分野の技術開発・人材育
成の取り組みを推進し、県内
企業のカーボンニュートラル
に向けた挑戦を支援します。

●廃炉関連産業集積基盤構築事業
（商工労働部）……【1.2億円】
廃炉関連産業マッチングサポー
ト事務局の運営を通じて、県内
企業の受注機会の拡大や技術力
向上を図り、廃炉関連産業への
更なる参入促進に取り組みます。

●避難地域への移住促進事業
（避難地域復興局）……【25.9億円】
国、県、12市町村が一体と
なり、移住希望者への情報
発信や受入体制の整備、移
住支援金等の給付などを行
い、12市町村に新たな活力
を呼び込みます。

●防災情報発信高度化調査事業
（危機管理部）……【0.4億円】
県が保有する各種システムの
情報を、地図上に一元的に表
示し、防災情報を県民へ効果
的に発信するシステム構築の
ための調査を行います。

●福島イノベーション・コースト構想推進事業
（企画調整部）……【7.6億円】
（公財）福島イノベーション・コー
スト構想推進機構をはじめ、国、
市町村、大学・研究機関、企業等
との連携を一層強化し、構想の実
現を推進します。

❶避難地域等復興加速化　42事業 601億円

❷人・きずなづくり　39事業 65億円

❸安全・安心な暮らし　115事業 754億円

❹産業推進・なりわい再生　73事業 745億円

ふくしまの 水産物

　令和４年度は、福島県が目指す将来の姿の実現に向けて、新しい総
合計画がスタートを切る重要な一年です！ 総合計画を戦略的かつ着
実に推進するため、特に重要な行政課題を８つの重点プロジェクトと
して展開し、重点的に取り組みます。

特 集 新総合計画スタート予算新総合計画スタート予算

「復興・再生」の加速

出典：環境省
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伝統的工芸品の指定要件は、とても興味深く読ませていただきました。会津の工芸品について、3 ～ 4つしか知らなかっ
たので、たくさんあることに驚きました。今後、県外の方との会話に生かしていきたいです。（会津若松市 40代）

キビタンの

わかる
県政

キビタンの

わかる
県政

福島県の公式イメージポスターをつくる
フォトコンテスト　受賞作品を紹介！

　この写真の強さは、決して特別な名跡ではないこの場所と撮影者が出会った
こと。この時間を見つけたこと。残照と天の川、湖畔に佇む一本の木が、小さ
な声で強く優しく「来て。」と、こちらに呟きかけてくる。福島県の公式ポスター
のシリーズが、これまで６年間ずっと続けてきたのは、いわゆる「観光写真」で
はなく「絵のような写真」で伝えること、感じてもらうこと。ポピュラーはパー
ソナルのすぐそばにいます。それが写真の持つ力。グランプリはそれを体現す
る素晴らしい作品でした。「来て。」は、一人一人の心から心に呼びかける声。こ
のポスターが多くの場に貼られて、福島に心を向け、足を運び、それぞれに
とっての福島を見つける人を増やしていく扉となることを、心から願っています。

問県庁広報課　☎024（521）7124

審査員特別賞 審査員特別賞 審査員特別賞 審査員特別賞 審査員特別賞

「猪苗代湖畔の木と星空」
撮影地：猪苗代志田浜付近（猪苗代町） 

磯谷 孝一さん（埼玉県）

「山桜」
箭内 道彦氏 国分 太一氏 小杉 幸一氏 石井 麻木氏 福島県広報課長

撮影地：桜峠（北塩原村） 
橋本 優香さん（福島県郡山市）

「春の訪れ」
撮影地：小川諏訪神社（いわき市） 
八嶋 優樹さん（福島県伊達市）

「神社の風格」
撮影地：新宮熊野神社（喜多方市） 

清水 哲さん（東京都）

「未来への光」
撮影地：烏崎海岸（南相馬市）
田中 郁衣さん（東京都）

「Snow Line」
撮影地：第一只見川橋梁（三島町）

高橋 祐也さん（千葉県）

福島県クリエイティブディレクター
【箭内道彦氏コメント】

検 索福島県公式イメージポスター受賞作品のポスターは無償配布しています。詳しくはホームページをご覧ください。

〈 フォトコンテスト開催概要 〉
たくさんのご応募ありがとうございました。

 あなたが撮った「ふくしま」で、
 「来て。」ポスターをつくるフォトコンテスト。
 2,243点

【募集期間】2021年７月16日（金）～11月30日（火）
【審査員】
●箭内道彦 氏（福島県クリエイティブディレクター）
●国分太一 氏（株式会社 TOKIO副社長）
●小杉幸一 氏（福島県「ふくしまプライド。」「来て。」アートディレクター）
●石井麻木 氏（写真家）
●福島県広報課長（「来て。」ポスター作成担当課）

【写真条件】
●福島県公式イメージポスター「来て。」にふさわしい、
　福島県の魅力が伝わる絵画のような写真
●応募者本人またはその家族が福島県内で撮影した写真
●撮影期間2019年１月以降に撮影された写真。
●デジタル画像データ（写真条件※を満たすこと）
　 ※ 縦横比４：５にトリミングし、最大サイズで保存してお申込みください。
　 （B1サイズの出力対応するため、2000万画素程度以上のカメラをご使用ください）
●単写真
【応募点数】ひとり５作品まで
【応募資格】
福島県在住者または福島県を応援してくださる方（プロ・アマ不問）

コンテスト名

応募総数
概　　要

グランプリ

審査員特別賞

特集

令和４年度
一般会計予算
※項目ごとに小数点第２位を　
　四捨五入しているため、
　計が一致しない場合が
　あります。

問 県庁財政課　
　　☎024(521)7029
　 ホームページでも詳しい
    資料を公表しています。

検 索福島県財政課

歳入 歳出
（目的別）

教育費
17.3％

土木費
13.6％

商工費
13.6％

民生費
11.0％

公債費
9.6％

衛生費
8.6％

諸支出金
8.3％

警察費　3.6％農林
水産費
7.0％

災害復旧費　0.7％
労働費　0.4％

その他
0.2％総務費

6.2％

一般財源 46.1％

特定財源 53.9％

地方交付税
17.1％

県税
18.9％

地方特例
交付金
0.1％

財産収入 0.1％

使用料および
手数料 1.2％

分担金および
負担金 0.5％

繰越金 0.1％
地方
譲与税
2.7％

地方消費税
清算金 7.2％

国庫
支出金
19.2％

県債
11.2％

繰入金
9.9％

自主
財源
49.6％

依存
財源
50.4％

諸収入
11.7％
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以下の５つの視点を大事にしながら、新型感染症対策を着実に実行しつつ、
複合災害からの復興と福島ならではの地方創生を加速させていきます。

ひとつ、ひとつ実現していくための５つの視点
新総合計画スタート予算新総合計画スタート予算

（事業例）
○「来て。乗って。」絶景、
　 只見線利活用事業
○ヤングケアラー支援体制
　 強化事業

様々な主体と力を合わせて

連携・共創

（事業例）
○園芸生産拠点育成支援事業
○ホープツーリズム推進事業

ふくしまプライドを
復興・創生の力に

誇り

（事業例）
○みんなで実現、
　ゼロカーボン福島推進事業
○廃炉関連産業集積基盤構築
　事業

前例のない課題にも
果敢にチャレンジ

挑　戦

（事業例）
○東京2020オリンピック・
　パラリンピックレガシー事業
○避難地域への移住促進事業

福島に心を寄せる方との
きずなを深める

ご　縁

（事業例）
○ふくしまの漁業の魅力体感・
　発信事業
○防災情報発信高度化調査事業

丁寧かつ的確な発信・取組を
積み重ねる

信　頼

新たなスタート　
福島の未来に向かって
福島県知事 内堀 雅雄


